学校経営の中で求め ら れる法的知識と その学習機会 : 現職校長への聞き取り調査から by 川上, 泰彦 & 細畠, 昌大
兵庫教育大学 研究紀要 第48巻 2016年 2 月 pp 85 96 
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
一現職校長への聞き取り調査から一 
Legal Knowledge Required in School Management:
Interviews with 40 Principals 
川 上 泰 彦* 
れ
細 畠 昌 大* * 
KAWAK_AMI Yasuhiko HOSOHATA Masahiro 
学校経営における (法的) 紛争事項への対処が、 教育委員会のみならず個別学校にも求められる傾向にあるなかで、校
長には従来以上に法的な知識が求められている。 こう した現状の下で、 校長は通常の学校経営において法規との関わり を




れはどのよう な法規か)」 「学校の管理運営にあたって、 どの法規の理解が必要であると思うか」 「学校経営において法規




務局 ・ 近隣校への問い合わせをよくする様子が明らかになった。 第三は学校経営上参照する法規の多 くが教員の労働条件
や身分等に関することや研修 ・ 出張等に関することで、 教職員に関係する内容について確認することが多いという ことが
明らかになった。 このほかにも、 学校の所在する地域の特性からも影響を受ける様子が示唆された。
「法的な根拠」 や 「管理職の発言」 といった権力性を意識する説明より も 「社会人と してのモラル」 といった説明を好
む学校文化において法的事項への意識を高めることは、 今後の学校経営実践上の大きな課題であることが指摘でき
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下の行政」 の一環と して行われているこ とには疑いがな
い。 また従来から教員採用試験や管理職選考試験等にお
いては、 それぞれ教育法規に関する出題が一定程度を占





教育にかかる法的紛争をみても、 国・ 地方レベルの政策 ・ 




いなど、 学校レベル ・ 教貝レベルでの法令遵守 ( スクー
ル ・ コンプライ アンス) をめぐる紛争が目立つよう になっ




そして、 こう した変化の中で、 学校レベル ・ 教員レベ
ルで発生する法的紛争については当事者を学校の設置者
や教員の服務監督権者 (教育委員会・ 学校法人) だけと
せず、 教員個々人とする傾向も指摘される。 法的紛争の
構図の変化と並行して、 教育行政においては地方分権化
が進み、 学校経営においては学校の自主性 ・ 自律性の確
立 (学校経営における校長の責任と権限の強化 ・ 明確化) 
が進んだ。 それらの帰結と して、 学校での(法的) 紛争
についても個別の学校やその管理者 (校長 ) 、 個々の教
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職員に当事者性が求められるよう になったという説明が
できそう である。 個々の学校 ・ 教員レベルの実践的関心
で言えば、 従来のよう に法的紛争の処理を教育委員会等






リスクに対応する 「教職員賠償責任保険」 や 「教職員賠
償責任共済」 の加入者増加が報じられていた (朝日新聞







習がプロ グラム化されているかという と、 それほど十分
ではない。 学校管理職の実務課題を挙げた書藉類 (元兼
2010、露口2011、元兼2012、八尾坂2015) をみても、危
機管理やリ スク ・ マネジメ ント についてのまとまった記
述がみられるほか、 教職員の不祥事防止等のト ピックな
どが扱われてはいるものの、 日常の学校経営場面におけ
る法的事項の理解やスクール ・ コ ンプライ アンスについ
ては、 特別の取り扱いをしていない。 学会の示す 「校長
の専門職基準」 には 「職業倫理と してのスクール ・ コ ン











把握されておらず、 どう いった種類の知識について、 ど
の程度の学習を促すべきかについての議論も始められな
い状況にある。






を進めた。 以下、 2 では調査の日的 ・ 関心について、 3 
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では聞き取り調査の項目設定について、4 では質間項日












規 ・ 法令の認識を持ち 「市の管理運営規則に従っていれ
ば良いのであって、 余計なことはしない方がよい」 とす




校のリ ーダーと して実務上における法規 ・ 法令をどのよ
うに参照 ・ 違守し、 学校運営や研修等にどう活用してい
るのか、 校長の職務の実際における法的事項の取扱いに









り、事前に小学校 ・ 中学校に勤務する校長6 名に対して
予備的な調査を実施し、 学校現場における法規 ・ 法令の
必要性に関する認識や、 法規 ・ 法令が必要だと感じた場
面及びエ ピソー ドなどについて尋ねた。 その結果、 「法
規は、 必ず知つておく べき」 「何条とは言えなく ても、
法令は知つておくべき」 「法規は、 あまり関係ない」 「法
規より、 市教育委貝会の学校管理運営規則について知つ




いて指摘した者などがあったが、 学校種(小学校 ・ 中学
校) の違いとの関連性が見て取れるものであった c 
そこで、市町立学校の校長として学校の経営 ・ 管理運










































行政に関わったこ とのない者」 の比較は、 予備調査にお
いて、 同じ実務上の場面を用いて校長と しての判断に関
する意見交換をしたにもかかわらず、 前者は判断の根拠 ・ 
背景に法規 ・ 法令の名称等を用いる一方で、 後者は同様
の結論を導き出しても法規 ・ 法令などの名称をあまり出















上記のよう な判断のもと、 調査対象者を選定したc ま
ず小学校長については、 勤務経験3年以上の者で、 教育
行政経験者を10名 (小A①~ ⑩) と学校現場のみ経験者









者で、 教育行政経験者10名 (中A①~ ⑩) と






































(小学校長) ( ) 内の数字は女性
小学; l r 長 l _ l t 1, l _ l 地方 r ll l l ll 
育行政経験 (10人) l 5 ( 1 ) 4 
、、・ t l 
,場のみの経験 :、 三i (10人) l 5 ( 3 ) 2 ( 2 ) '子ノ 、父 : 目 :フ 
言一 十 (20人) l 1 0 6 
表1 -2 調査対象者内訳 (中学校長) ( ) 内の数字は女性
中学; 長 l 中者 地方市 S「 ll 
育行政経験;; 三i (10人) l 3 ( 1 ) 5 
学校現; 場のみの経験 (10人) l , 5 ( 1 ) 
言十 (20人) l 4 1 0 
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教頭受験の折に法規 ・ 法令の勉強をしましたね。 A 
市ではね、 女性校長会の勉強会も管理職候補者が、 教
頭受験の 3 ~ 4 年前から仲間に入れてもらっていて、
年間10回以上の研修会に参加したかな。 法規も、 その
中で学習したと思う。 A市はとっても熱心でね、 小学




( 中学校長 中B② 学校現場のみの経験者)
教頭受験の時と、 教頭時代に生徒指導関係でよく法




ときに、 関連法規についても、 少しずつ学ぶよう にし
ま したね。
(質間 : やはり、 教務を担当した教員と担当しなかつ
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た教員とでは、 法規 ・ 法令についての知識は違います
か。)
まったく携わっていなかった教員とでは、 法規 ・ 法
令に関する知識が違う と思いますね。 教務を担当して















と法規 ・ 法令は勉強した。 法規 ・ 法令で分からない時























(小学校長 小A⑤ 指導主事経験者) 
・ ・ ・ 法
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
規を学ぶこ とについては、 個人的ではあるが必
要なこ とだと思う。 だけど、 勉強会でわざわざ行う も
のではないと思う。 法規については、 選考試験の参考
書などが多く出ており、 また、答えが0 0法に従って、
こう判断する、 といつたこ とが分かっているこ とが多
いので、 論文の書き方などの研修会は必要だが、 法規
の研修会は必要ないと思う。 むしろ、 個人的に学習す
るこ とが大切なこ とではないかと思っている。 法規の
考え方などは、 分かっていて教員をし、 そのこ と を理
解したうえで教育実践を行ってきたのであろうから、
今更、 管理職を受けるから法規問題を学ぶという もの
ではないと も思っている。 わざわざ、 法規問題の講習
をしてもらわないといけないことなのかと疑問に思っ
ている。 何回もいうが、 法規が分かっていないから、





(2) 「校長になり、 法規を紐解く よ うなこ とはありまし
たか」
次に 「校長になり、 法規を紐解く よう なことはありま
したか。」 という質問に対して、「よくある」 と即答した




① 「法規を紐解く ことがよくある」 と回答した内訳と理由
上記の表 2 の内訳をみると 「法規を紐解く よう なこと
があった」 と即答した8 名は、小学校長が6 名、 中学校
が 2 名であった。 また8 名のう ち6 名には指導主事経験
があり、 そう した経験のない(学校現場のみを経験した
校長) 2 名はいずれも小学校長であった。



















c 市では、 よく事件が起こりますからね。 特に体罰
なんかについては、 法にも書いてあるよう に、 絶対い
けないと常に教員に言っておかないと。 だからまあ、
何法の何条つていう ことまでは言いませんが、 法規を
見直したことは、 何度かありますね。 服務関係、 体罰




上司から、 「何かあれば、 必ず法規を見て、 確認する
こ とや」 と育てられたので、 そのよう に市教委時代に
は、 各学校の管理職にも伝えてきましたね。
校長職では、 常に、 法規を確認してから、 対応する
よう にしないと。 どんな保護者がいるか分かりません









表 2 聞き取り結果内訳 (小・ 中学校長) 









中学校長 (10人) 2 5 l 3 
小学校長 (10人) 4 4 l 2 
学校現場 
のみ経験者 
中学校長 (10人) 0 2 l 8 
小学校長 (10人) 2 , l 7 
計 (40人) 8 1 2 l 2 0 
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校長会では、 服務のことでね、 「去年通り」、 「これ
は去年もこのようにしていたから同じにしよう」 といっ
て通すこ とが多いので、 「それはちよつと待った」 と
言う。 「なぜこう なのか、 どういう法規のもとでOK 
なのかが語られないといけないのじやないか」 って。 
嫌がられるけども、 そんな時は、 どの校長も、 説明で
きないと。 「校長会で決めたことやから」 では、 教育
事務所から個々の校長が説明を求められた時、 困らな
いよう にと思って、 どの法規、 法令のもとで、OK な
のかを一度勉強しよう とよ く言っているね。 そういう
ことを しておかないと地域と して困る事態になるから、
いつも会議をス ト ッ プさせるこ とになって煙たがられ
るけど、自分としては言っておかないといけないと思っ
ていますね。 


















例えば、 教頭の時にあったんですけど。 始業式、 終
業式ね、 「あれ誰が決めているのや」 と保護者から尋
ねられた時。 「校長に市教委が権限を委任しているの
に、 決められないのか」 ってね。 そう した、 法規をよ
く知つている保護者から問い合わせをされてから、 法










この2 名の校長の学校は、 どちらも学年4 クラス程度








② 「法規を紐解く ことが時々ある」 と回答した内訳と理由
また、 質問をした時に、 最初は 「法規を紐解いたこと
はない」 と答えていた12名については、 聞き取り を進め
ていく 中で、 「そう言えば、 あのことについては法規を
















ある」 や 「市の指導主事の判断を聞く ことで、 白らが法


















でも、 法規は知識と して知つていれば、 もっと自信
をもって言えるのだけど。 ただ、 校長と して日立つこ








たかについて、「(ア) 教職員に関する課題」 「(イ) 教育
活動を進めるうえでの課題」 「(ウ) 児童 ・ 生徒に関する
課題」 の3 つに大きく分類した。 次に 「(ア) 教職員に
関する課題」 をさらに 「(A) 教職員の研修 ・ 出張等の
服務に関すること」 「(B) 教職員の労働条件、 身分上に
関するこ と」 に分類し、 さらに(B) の内容を 「(a) 週




う に、多く の校長は教育活動に関係することや、 児童生
徒に関係すること以上に、 教職員に関する法規の理解を
必要と感じていることが読み取れる。 一方で ( イ) の教
育活動に関するこ とでは7 件、 ( ウ) の児童 ・ 生徒に関
することでは7 件の回答があった。











表 3 の (ア) 教職貝の服務に関することの( A ) 特例




説明責任を求められるよう になったために法規 ・ 法令を
参照したと回答していた。 また、 夏季休業中における承
認研修に関して、 校務には全く関係のない研修を自己の






それを届け出てきた先生に説明をしよう と したら、 やっ
ぱり法規 ・ 法令を紐解きますよね。 また、 いろんな加配
教員が来て、 勤務の在り方とか、 それぞれの職務内容を
表 3 聞き取り結果 分類内訳 (小・ 中学校長) ※複数回答による 
分類 (内容項目) 
中学校長 l 小学校長 
計 常事 学校現場のl み経験者 l 常事 学校現場のl み経験者 l 
(ア) 教 
職員に関 
する課題 ft 特例法、 地公法等による研修 ・出張に 関すること 3 2 1 2 2 9 





(a) 週休日の振り替えや休暇、 動務 
時間等に関すること 7 4 1 7 4 2 2 
(b) 体罰 地公法に基づいて教職昌 
に禁止されていること 6 4 1 ,。 2 2 2 
(イ) 教育活動を進めるうえでの課題 2 2 l , 2 7 
( ウ) 児重・ 生徒に関する課題 3 , l , 2 7 
計 2 1 1 3 l 2 1 1 2 6 7 
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簡単に時間を延ばして、 仕事をさせよう と したり とか、
これちよつと手伝ってと気軽に声をかけてみたり とかす




以外の人が 2 時間あなたは余計に仕事をしてく ださいつ
ていう、 一般社会ではありえないことが学校ではあるの
ですよね。 








特に何をしているという こ とはしていませんよ。 た
だ、 この地域はオンブズマ ンの方の動きが激しいとこ
ろでもあるので、 常々、 教職貝には、 動務時間や休暇
のことなどは、 いつ聞かれてもはっきり と言えるよう
にしておかなく てはならないと伝えていますね。 
また、 中学校、 小学校ともに、 若い20歳代の教員が増
加しているため、 育児休業やこれまでにはなかった復帰
後の子育て休暇への対応や、50歳代の教員からの介護休







禁止されているこ とについても、 中学校、 小学校とも多






















から、 我々公務員は、 何事も法律で守られ、 法律を守







はご理解いただけないから、 もう、 そこですね。 あと
体罰とかね、 やはり研修関係ですね、 自分が管理職と
して職員に研修をしないといけない時に、 きちんと法
に基づいて、 ?のよ う に言われているから、 法体系で
こ う なっているから、 先生方、 これを守ってく ださい
ねって言ったら 「納得」 ってね。 
< 聞き取り事例15 >
( 中学校長 中B⑨ 学校現場のみの経験者)
保護者も、 いろいろ言って来ますがね、 公教育と し
て、 法規に沿って学校運営を行っていると しか言って
いませんね。 しっかり と、 初めに伝えることが大切で
あると思っていますね。 私は、 教頭時代、 校長が県教
委経験者だったので、 そのよう な法規の大切さや、 考
え方を教えてもらったよう に思う。 その時に法規、 法
令の紐解き方を学んだように思います。 
次に ( イ) の教育活動を進めるうえでの課題について
は 7 件の回答があったが、 その内訳をみると指導主事経
験者が 3 件、 学校現場のみ経験の校長が4 件であった。
指導主事経験者については、 中学校と小学校で課題に













( 中学校長 中B② 学校現場のみの経験者)
教頭時代には、 生徒指導関係でよく法規について勉
強した。 また、 教論時代に教務を経験し、 そのとき校
長から、 法規について知つていた方がよいと教えられ
た。 教育課程の時数、 学期の始まりなど、 管理運営規
則に則って教務の仕事を進めるときに、 関連法規につ

















最後に ( ウ) の児童 ・ 生従に関する課題については7 
件の回答があり、 その内訳は指導主事経験者から4 件、
学校現場のみ経験の校長から3 件であった。
































も、 何らかの形で法規 ・ 法令が必要であると感じている
様子がうかがい知れた。





き く3 つのグループに分けるこ とができた。 まず第1 グ
ループは、 法規 ・ 法令の関心と必要性を積極的に回答し
たグループであり、 第2 グループは、 あまり関心も示さ
ず、 積極性を感じないよう な回答をしたグループである。 









ては調べるよう にしている」 など、 法規の必要性を強く
回答していた。 一方で第2 グループでは、 「法規の必要
性は理解しているが、 職務に追われ、 恥ずかしながらあ
川 上 泰 彦 細 畠 昌 大
まり法規はみていない」 といった回答が目立った。 そし





ると、 下表4 のよう な内訳となった。



































においては、 これまで以上に法規 ・ 法令などによる根拠
に基づいた説明が必要になると考えられる。 そう した意
味では、 第2 ・ 3 グループの校長は、 学校に法的対応を
必要とする事案が発生したと きのリスクを抱えていると







高い傾向がうかがえた。 勤務地域の違いによって、法規 ・ 
法令に対する必要性に違いが見いだせたためである。
今回の聞き取り調査では、 半数(20名) の管理職が
「校長職になってから、 改めて法令 ・ 法規を紐解く こと








段から どんなこ と をしておかないといけないのか。 そ
いうのは、 いわゆる事例と して、 法規的なことも理解
していなかったら適切な解決ができない。 先生は、 何
も知らないのや、 という こ とにつながっていく わけで、
このことから、 学校の信頼、 信用失墜につながってい








表 4 聞き取り結果 グループ内訳 (小・ 中学校長) 
校種・職歴 l 第 1 グループ l 第 2 グループ 第3 グループ
、 、 指導王事 
経験者 
中学校長 (10人) l 7 l 1 2 
小学校長 (10人) l 9 l 0 1 
、、' 日 子校現場 
のみ経験 
中学校長 (10人) l 6 l 1 3 
小学校長 (10人) l 3 l 4 3 





















どもを口 く と、 何になりますかって。 虐待ですね、 で






事例研修と して、 本当によく ありがちなことを研修
している。 保護者対応であったり、 不登校の子供の対
応であったり、 具体的なそういう事例を通して、 それ
は法規に則っていて、 どう なのか、 どう したら良かっ
たのかなど、 そこは、 こ う やっておく べきだっただろ
う などと、 法規に基づいた対応の研修を行っている。 
なかなかね、 管理職でなかったら、 法規がどう だとか
といつたこ とは考えないですね。 最近は、 地公法の公
務員と しての守らなく てはならないこ とを、 若い教員
に伝えるこ とが大切であると思っている。 何を考えて
いるか、 分からないこ とがある。 知つておかなく ては
ならないし、 法規によって守られているという こ とを、
伝えておかないとね。 
5 まとめと考察
以上の各調査では、 校種、 職歴、 動務地域(都市 ・ 地





































都市、 中都市、 地方に注日して比較すると、 都市部で
は多種多様な考え方を持つ保護者への対応が多く、 時に
は保護者が弁護士と連れ立って学校へ校長の回答を求め












なお、 教職員に法規等の説明をする機会と しては、40 
川 上 泰 彦 細 畠 昌 大
名すべての校長が県教育委員会や市教育委員会から学期
?とに発出される、 綱紀粛正などの通知文を活用してい
こ とがわかった。 具体的にどのよう に教職員に伝える
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